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で、進出に二の足を踏みました。

　次に、テクノ会主催にてシンガポー

ル経由インドネシアおよびカンボジア

およびミャンマーを視察してきまし

た。

　インドネシアは円高の影響と自動車

大手が既に進出していると言うことも

あり、土地購入に 2年かかると言われ、

また、ミャンマーは電気通信を含めた

インフラがこれからと言うことで、候

補から除外しました。

　残るはカンボジア。親日で治安も良

く、日系レストランやこの頃ではイオ

ンもオープンし、会社スタッフが駐在

するには良い環境かと思いました。

　また、人も温厚な仏教徒に親近感を

覚えました。金融面では流通貨幣が

US ドルと言うことで、入金出金、日

本への送金も現時点は許可なく簡単に

出来るところが非常にメリットに感じ

られました。タイの洪水もあり開発区

は、いざという時の復帰も早い日系の

プノンペン SEZに決めました。

　とは言っても、良いことばかりでは

ありません。役人の汚職は中国ほどで

は無いのですが、小金をせびってきま

す。ポルポト独裁政権が倒れてまだ数

十年、教育が十分行き届かなく、労働

生産力はベトナムの７0％程度と考え

てよいでしょう。電気代もベトナムの

2 倍強とほぼ日本と同じ、物流費用も

決して安くありません。

　昨今は、「円安で大丈夫ですか」と

もよく聞かれますが、愛知県地区の人

手不足を補うべく当初のお題目通り当

社の生産をバックアップしてくれてい

ます。

　今後、カンボジア工場ワーカーの

日本研修や更なる生産移管を実施し、

2016 年 11 月の 3 周年を迎えたいと

思っています。

　あけましておめでとうございます。

「なぜカンボジア？」とよく聞かれます。

　バブル崩壊後の中国が海外進出の第

1 歩でした。当時仕事が激減し、中国

へ販売の活路を見出そうと 1995 年天

津工場、2000 年上海工場を設立して

いきました。

　しかし、2004 年、上海工場の経営

者（上海人）がコピー工場を作り裁判

となり、2006 年、天津工場の協力も

あり無事上海は撤収できました。この

時、世間ではまだ中国進出ラッシュで

ありましたが、当社は JETROチャイ

ナプラスワンのベトナム視察ミッショ

ンに参加し、試験的にベトナムにレン

タル工場を稼働させました。

　そして、2011 年 3 月 11 日。「東海

地区にも来るかもしれない」。これが

きっかけで「バックアップ工場」を本

格的に検討し始めました。検討に当た

り上海の経験も踏まえ 3つのリスクに

重点を置きました。（1）ナショナルリ

スク（2）人的リスク（3）金融リスク

です。

（1）ナショナルリスクには、親日反日・

治安・邦人の生活を、最重点に考え

ました。

（2）人的リスクは、コピー・乗っ取り・

横領は、どうしても避けたいと考え

ました。

（3）金融リスクは、投資したお金が出

し入れ出来るか、現地通貨安による

為替差損の影響はあるか、等です。

　当然、最優先にベトナムを考えまし

た。労働力は中国と遜色が無く、親日

でもあり、日系レストランも多く存在

していたので、出向者にも暮らしやす

いのではと思いました。

　ただ、ちょうどその時期、ベトナム

が共産党政権且つ通貨安にて、通貨交

換引き締め政策を行っており、当社の

試験工場も着金送金に苦労していたの
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	 主催　公益財団法人名古屋産業振興公社

	 共催　テクノプラザナゴヤ合同事業委員会
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流を深めていただく機会として、恒例の新春講演会・懇親会を開催いたします。

　今回は、宮大工として神社仏閣の建築や補修にかかわってこられました小川三夫氏をお迎えし、宮大工

に受け継がれてきた「技と想い」、300 年先を見据え後代に恥じない仕事を施す「心意気」についてご講

演いただきます。

　ご多忙中とは存じますが、多くの皆様のご参加をお待ち申し上げます。

〈申込み・問合せ先〉

（公財）名古屋産業振興公社　工業技術振興部

〒 456-0058　名古屋市熱田区六番三丁目 4-41　名古屋市工業研究所内

TEL：052-654-1633　　FAX：052-661-0158

E-mail：kougyou@nipc.or.jp

詳細はこちら⇒ http://www.nipc.or.jp/index.html

日　時：平成 28 年 1 月 22 日（金）16 時から（受付開始 15 時 30 分）

会　場：キャッスルプラザ

	 名古屋市中村区名駅 4-3-25　TEL：052-582-2121

内　容：講演会（16：00 ～ 17：30）	 4 階「鳳凰の間」

	 『手業の伝承』（技を伝え人を育てる）

	 講師　株式会社 鵤工舎　小川　三夫　氏

	 懇親会（17：45 ～ 19：00）	 4 階「鳳凰の間」

〈講師紹介〉

プロフィール

昭和 22（1947）年、栃木県生れ。高校生のとき修学旅行で法隆寺を

見て感激し、宮大工を志す。21 歳のときに法隆寺宮大工の西岡常

一棟梁に入門。唯一の内弟子となる。法輪寺三重塔、薬師寺西塔、

金堂の再建では副棟梁を務める。

昭和 52（1977）年、独自の徒弟制度による寺社建築会社「鵤工舎」

を設立。

平成 15（2003）年、「現代の名工」に選ばれる。

平成 19（2007）年、設立 30 周年を機に棟梁の地位を後進に譲り、引

退する。

平成 20（2008）年、黄綬褒章受章

〈主な著書〉

『宮大工と歩く奈良の古寺』、『不揃いの木を組む』、『木のいのち木の

こころ〈天・地・人〉』、『棟梁～技を伝え、人を育てる～』等。


